
大阪には、8,700種類以上の生きものが暮らしています。

その中には、もしかしたら近い将来

いなくなってしまうかもしれない生きもの、

少し難しい言葉でいうと「絶滅危惧種」がいます。

実は、食材としておなじみの生きものや、

普段目にすることはないかもしれないけれど、

身近な環境にすむ生きものの中にも、絶滅危惧種がいます。

今回の企画展では、

身近な絶滅危惧種を紹介するとともに、

これらの生きものを守るために

生物多様性センターが行っている取組をご紹介します。
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生物多様性センター企画展
「身近にもいる絶滅危惧種」
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もういなくなってしまうかもしれない生きものは「レッドリス
ト」にまとめられています。

レッドリストの中で「絶滅危惧Ⅰ類」「絶滅危惧Ⅱ類」とされ
る生きものを「絶滅危惧種」と呼びます。

いなくなってしまいそうな生きものたち
～絶滅危惧種～

レッドリスト

い

２０２２年１１月作成

 レッドリストは、世界や、国、大阪など、様々なレベ
ルで作られています。

 大阪では、2014年に「大阪府レッドリスト2014」が
作成されました。

 大阪府レッドリスト2014では678種類が「絶滅危惧
種」とされています。前回、2000年に作成された
レッドリストでは347種だったことを考えると、約２
倍に増えました。

 生きものは、環境や、ほかの生きものと繋がり合いな
がら暮らしています。ある生きものが絶滅するという
ことは、つながりのある環境や生きものにも影響が及
ぶことになります。１種類の生きものが果たす役割は、
想像以上に大きいのです。

なぜ絶滅が心配されるほど減ってしまったの？
ぜつめつ しんぱい へ

大阪府レッドリスト2014

大阪府レッドリストでの
絶滅危惧種数の変化
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 開発により生息場所が失われたり、人が持ち込んだ外
来生物により食べられたり、すみかを追われてしまっ
たりと、実は、私たち人間による様々な活動が大きく
影響しています。

 人間の生活だけでなく、同じ大阪に暮らすたくさんの
生きものの命も守られるような社会にしたいですね。 大阪にいる外来生物の例
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大阪府レッドリスト2014では、哺乳類、魚、二枚貝や昆虫な
ど様々な生きものが絶滅の危機に瀕しているとされています。

昔は身近にいたこれらの生きものたちが、近い将来、大阪では
みられなくなるかもしれません。

大阪の絶滅危惧種
おおさか ぜつめつきぐしゅ
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たイタセンパラ
（絶滅危惧Ⅰ類）

ニホンウナギ
（絶滅危惧Ⅱ類）

タガメ
（絶滅危惧Ⅱ類）

マルタニシ
（絶滅危惧Ⅱ類）

オグラヌマガイ
（絶滅危惧Ⅰ類）

ササノハガイ
（絶滅危惧Ⅱ類）

ニッポンバラタナゴ
（絶滅危惧Ⅰ類）

オオサンショウウオ
（絶滅危惧Ⅱ類）

ナニワトンボ
（絶滅危惧Ⅱ類）

トキソウ
（絶滅危惧Ⅰ類）

ドジョウ
（絶滅危惧Ⅱ類）

キツネ
（絶滅危惧Ⅰ類）

ミナミメダカ
（絶滅危惧Ⅱ類）

ギフチョウ
（絶滅危惧Ⅰ類）

ヒバカリ
（絶滅危惧Ⅱ類）

デンジソウ
（絶滅危惧Ⅰ類）

た

ニホンウナギ
（絶滅危惧Ⅱ類）
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おいしい魚として馴染み深いニホンウナギ（以下、ウナギ）は、
私たちのとり過ぎにより減少し、絶滅危惧種になりました。

生息場所の減少や悪化、餌となる生物の減少も、ウナギの数を
減らす原因となっています。

ニホンウナギの生活史と生態

絶滅しそうな生きものたち
～二ホンウナギ～

２０２２年１１月作成
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数を減らすニホンウナギ
かず へ

 養殖のウナギはすべて天然の稚魚を捕まえて育てられ
ています。稚魚の漁獲量は昔に比べて大きく減少して
いて、日本は海外からも稚魚や養殖したウナギを輸入
しています。つまり、私たちの食生活は、地球規模で
ウナギの減少に影響を及ぼしています。

 ウナギを守ることは生態系を守るだけでなく、私たち
の食べ物や食文化の持続可能性を守ることにつながり
ます。まずはとり過ぎないこと。生息場所の環境、餌
となる生物など幅広く生物多様性を守ることが重要で
す。

稚魚（シラスウナギ）漁獲量の推移
（水産庁2022より作図）
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産卵場所と日本への移動経路
（水産庁2022より作図）

ウナギのかば焼き

 ウナギは川や湖では繁殖できず、グアム島近くの深海で
繁殖します。子どもは体の形を変えながら日本まで潮の
流れによって運ばれて来て、川や湖にのぼり*5年から15
年かけ成長した後、海へ下って繁殖場所へ向かいます。
*汽水や海で一生を過ごす個体もいます。

 ウナギは肉食で魚やエビ、さらに、最近の研究では、雨
が降った時などに陸から川へ流れ込むミミズも食べてい
ることが分かっています。身を隠せる奥の深い隙間や泥
の中を好み、夜になると餌を探しに外へ出ます。大阪で
も平野部の河川を中心に生息しています。
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二枚貝というと、アサリやシジミなど、海の貝を思い浮かべ
るかもしれません。実は川や池にも二枚貝が生息しており、
イシガイのなかまもそのひとつです。

生息場所が失われたり、イシガイのなかまを食べてしまう外
来生物の出現により、絶滅が心配されています。

イシガイのなかまの生活史

絶滅しそうな生きものたち
～淡水二枚貝イシガイのなかま～

数を減らすイシガイ類

 イシガイのなかま（イシガイ類と呼びま
す）は日本に28種類が生息しており、琵
琶湖淀川水系*にはそのうち16種類が生
息しています。

 イシガイ類の特徴は、グロキディウム幼
生と呼ばれる幼生の時期に、一時的に魚
に寄生して、稚貝へと変態することです。
逆に、タナゴ類やヒガイ類といった魚の
なかまは、イシガイ類に卵を産みます。
たくさんの種類の魚と貝が繋がりあって、
お互いの命を支えています。

*滋賀県の琵琶湖から淀川にかけての水のつながりのこと。
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 イシガイ類は、生息場所の悪化や、イシガイ類を食べてしま
う外来生物の影響などにより、多くの種類が絶滅を心配され
る状況にあります。イシガイ類がいなくなると、イシガイ類
に卵を産む魚も命を繋ぐことができなくなってしまいます。

 水の底に暮らすイシガイ類は普段目にしない地味な存在かも
しれませんが、大切な存在なのです。

グロキディウム幼生

産卵

寄生

変態、脱落
放出

成長

浮出

成長

宿主魚種 タナゴ類

①

②

③ ④

① ② ③ ④

イシガイのなかまの生活史
タナゴ類は貝に卵を産みますが、イシガイ類の
幼生は寄生できないと言われています。

魚に寄生した幼生 脱落直後の稚貝 いろいろな大きさの
イシガイ

イシガイ類を食べてしまう
外来生物ヌートリア
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哺乳類では、イリオモテヤマネコのように生息場所が限られ
ているものだけでなく、実は身近にたくさんいたはずのもの
の中にも、大きく数を減らしてしまっている種類がいます。

開発などによる生息場所の減少や外来生物の影響で、キツネ
やアナグマは絶滅が心配される状況となっています。

数を減らすキツネたち

絶滅しそうな生きものたち
～キツネとアナグマ～

数を減らすアナグマたち

 キツネは、人を化かしたり神の使いだったりと、様々な昔話にも登場するように、
日本の文化の一部と言えるほどに身近な存在でした。
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ほにゅうるい せいそくばしょ かぎ

かず へ

 アナグマは、タヌキやキツネと同じくらいの大きさです。彼らに比べるとちょっと
影が薄いですが、同じように里山から山林に普通に見られる身近な動物でした。

 しかし生息場所の開発やアライグマ等の外来生物の影響で、大きく減少しています。

おおさかのキツネ（箕面市）
 一方で、淀川の河川敷にはキツネが生息している
ようで、センターにも時々やってきます。

 姿を見ることはなかなか難しいですが、足跡など
が見つからないか、ぜひ探してみてください。

 しかし今では大阪府のほか、東京都や千葉県、神奈川県な
ど、都市部を中心に大きく減少しています。

 主な生息場所だった丘陵地や農地の開発などが、その原因
として考えられています。

センターで見られたキツネ キツネの足跡

おおさかのアナグマ（羽曳野市）

 その名のとおり穴掘りが得意ですが、その分目が悪いのか
目の前の果物を見落としたり、走る姿もぎごちなく、見て
いるとちょっと心配になる動物です。

 掘った巣穴はタヌキなど他の動物も使うようで、「同じ穴
のムジナ 」ということわざの由来だとされています。
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日本全国には分かっている範囲で1700種あまりのクモが生息
しています。セアカゴケグモのように急速に分布を拡げた外
来種がいるいっぽうで、数を減らしている種もいます。

身近な生きものなのにクモに興味を持つ人は少なく、結果と
していつの間にか居なくなってしまう場合も多いのです。

クモのなかま～様々な生態～

絶滅しそうな生きものたち
～クモのなかま～

数を減らすヒトエグモ

 クモは一般に捕食者で、一部の例外を除けば昆
虫やほかのクモを食べて生活しています。食べ
るものやどんな天敵がいるかによって、網を張
る・張らない・網の形・住み場所・体色など、
様々な姿形・生態の種が進化してきました。

 たとえば、ヒトエグモの場合は、平たい体とね
じれたような脚により、すきまに入ってエサを
捕えることに適した体を持っています。

２０２２年１１月作成

にほんぜんこく わ はんい しゅ せいそく

さまざま せいたい

いきもの
 ヒトエグモは中国・韓国で見つかっており、
広くアジアに分布していたはずですが、国
内では近畿と静岡でのみ見つかっています。
歴史ある民家の蔵・柱・壁・家具のすきま
で採集されており、人の暮らしの変化と共
に住み場所が減ったものと推測されます。

 開発によって岩の割れ目のような本来のす
みかが失われ、代わりとなっていた人家に
も住めなくなったことが数を減らした原因
なのでしょう。

ヒトエグモ
体長は5~8mmほど 写真提供 加村隆英氏

ヒトエグモの生息
が確認されている

都道府県
出典『CD日本のクモ

(2022)』 大陸アジア～日本に
広く分布する

出典
『https://www.gbif.org/occurrence

/search?taxon_key=2178435』
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かず へ

ちゅうごく かんこく み

ひろ ぶんぷ こく

ない きんき しずおか み

れきし みんか くら はしら かべ かぐ

さいしゅう ひと く へんか とも

す ばしょ へ すいそく

かいはつ いわ わ め ほんらい

うしな か じんか

す かず へ げんいん

せいそく

かくにん

とどうふけん

しゅってん にほん
たいりく にほん

ひろ ぶんぷ

しゅってん



赤とんぼ（アカトンボ）は秋の季語になっていたり、童謡に
も登場する日本人に親しみ深い昆虫です。

アカトンボには何種類かいますが、その多くは水田やため池
といった農業などで作り出された水域で繁殖しています。

水田の減少や稲の栽培方法の変化により数を減らしています。

稲作とアカトンボ

絶滅しそうな生きものたち
～アカトンボのなかま～

数を減らすアカトンボ

 アカトンボは「赤いトンボ」のことで
はなく、トンボ科アカネ属の総称です。

 アカトンボ（アカネ属）ではない赤い
トンボや、逆に赤くないアカトンボ
（アカネ属）がいます。

２０２２年１１月作成

いなさく

かず へ

 近年では、水田が水を抜きやすくなったことや、
お米の栽培時期が早くなったことにより、秋に
なっても赤とんぼが飛んでいない水田が増えてき
ました。また、水田の数も年々減少しています。

 「秋といえばアカトンボ！」といえるのは、生物
多様性の豊かさの象徴です。

アカトンボじゃないけど赤い
ショウジョウトンボ

たくさんのアカトンボが水田に産卵
（１６匹見つかるかな？）

赤くないけどアカトンボ
ナニワトンボ

羽化前に水がなくなり、
稲の影で乾燥に耐えるアカトンボのヤゴ

 毎年水が増えたり減ったりする環境で繁殖を行うた
め、稲作が始まる前（弥生時代以前）には川の周り
にできる後背湿地を主な繁殖場としていました。

 稲作の発展に伴い、水を定期的に出し入れする水田
はアカトンボにとって絶好の繁殖場となりました。
そのため、水田の増加により日本中で数を増やしま
した。

ぜつめつ い

あか あき きご どうよう

あか

とうじょう にほんじん した ふか こんちゅう

なんしゅるい おお すいでん いけ

のうぎょう つく だ すいいき はんしょく

すいでん げんしょう いね さいばいほうほう へんか かず へ

ぞく そうしょう

ぞく あか

ぎゃく あか

ぞく

まいとし みず ふ へ かんきょう はんしょく おこな

いなさく はじ まえ やよい じだい いぜん かわ まわ

こうはいしっち おも はんしょくば

ぜっこう はんしょくば

いなさく はってん ともな みず ていきてき だ い すいでん

すいでん ぞうか にほんじゅう かず ふ

あかあか

すいでん さんらん

ひき み

きんねん すいでん みず ぬ

こめ さいばいじき はや あき

あか と すいでん ふ

すいでん かず ねんねん げんしょう

あき せいぶつ

たようせい ゆた しょうちょう
うかまえ みず

いね かげ かんそう た



絶滅危惧種を守るためにも、新たに生み出さないためにも、生物の分布や生息数を長期的に調べていくことが必要です。
また、生息場所をより良い環境に整えていくことも大切です。
そのためのモニタリング調査、市民との協同による保全活動や適切な森づくりのためのマニュアル作成を進めています。

絶滅危惧種を守るための取組

水生生物のモニタリング調査

ぜつめつきぐしゅ まも とりくみ

ぜつめつきぐしゅ まも あら う だ せいぶつ ぶんぷ せいそくすう ちょうきてき しら ひつよう

せいそくばしょ よ かんきょう ととの たいせつ

ちょうさ しみん きょうどう ほぜんかつどう てきせつ もり さくせい すす

すいせいせいぶつ ちょうさ

２０２２年１１月作成

 河川の水生生物の生息状況や生息に適した物理環境や餌環
境などの現状を、環境DNA調査や潜水調査など、さまざま
な手法によって調査しています。

 センターのモニタリング調査によって、特別天然記念物の
オオサンショウウオや絶滅危惧Ⅰ類（大阪府RL2014）の
アジメドジョウなどの希少な生きものの生息が継続的に確
認できています。

市民との協同による保全活動

た

 淀川の生物多様性の保全・回復を目標に、市民団体や企
業、大学やセンターなどの研究機関、国土交通省などの
行政が連携して「淀川水系イタセンパラ保全市民ネット
ワーク」（略称、イタセンネット）が2011年に設立さ
れました。

 市民の手による天然記念物イタセンパラの野生復帰を実
現させるべく、外来生物の駆除や河川清掃などの保全活
動を実施しています。

地引網による外来魚駆除

アジメドジョウオオサンショウウオ

潜水による魚類の目視調査

川底の石の大きさを計測

外来植物駆除やごみ拾い

野生鳥獣のモニタリング調査
 動物の残すフンなどの痕跡や目撃情報、自動撮影カメラなど
を用いて、大阪府内の野生鳥獣の分布状況や生息状況を継続
的に調査しています。

 絶滅危惧種であるキツネやアナグマが各地で確認されている
ほか、特別天然記念物であるニホンカモシカも、大阪府南部
で初めて確認されました。

森づくりのためのモニタリングとマニュアル作成
 森林は、きれいな水や空気を育み、私たち
の暮らしを支えてくれているだけでなく、
様々な生物の生息場所としても貴重な環境
です。

 森林の分布する標高や斜面の傾斜など、そ
の場所の環境にあわせた適切な森づくりを
進められるよう、植生調査やそれに基づく
マニュアル作りを進めています。

作成した森づくりマニュアルの例

自動撮影カメラ

撮影された動物の例（左からタヌキ、ウサギ、リス、ヤマドリ）

確認されたニホンカモシカ

確認時の
動画はこちら

環境DNA調査の採水の様子

しみん きょうどう ほぜんかつどう

やせいちょうじゅう ちょうさ

もり さくせい

かせん すいせいせいぶつ せいそくじょうきょう せいそく てき ぶつりかんきょう えさかん

きょう げんじょう かんきょう ちょうさ せんすいちょうさ

しゅほう ちょうさ

ちょうさ とくべつてんねんきねんぶつ

ぜつめつきぐ いちるい おおさかふれっどりすと

きしょう い せいそく けいぞくてき かく

にん

どうぶつ のこ こんせき もくげきじょうほう じどうさつえい

もち おおさかふない やせいちょうじゅう ぶんぷじょうきょう せいそくじょうきょう けいぞく

てき ちょうさ

ぜつめつきぐしゅ かくち かくにん

とくべつてんねんきねんぶつ おおさかふなんぶ

はじ かくにん

よどがわ せいぶつたようせい ほぜん かいふく もくひょう しみんだんたい き

ぎょう だいがく けんきゅうきかん こくどこうつうしょう

ぎょうせい れんけい よどがわすいけい ほぜんしみん

りゃくしょう ねん せつりつ

しみん て てんねんきねんぶつ やせいふっき じつ

げん がいらいせいぶつ くじょ かせんせいそう ほぜんかつ

どう じっし

しんりん みず くうき はぐく わたし

く ささ

さまざま せいぶつ せいそくばしょ きちょう かんきょう

しんりん ぶんぷ ひょうこう しゃめん けいしゃ

ばしょ かんきょう てきせつ もり

すす しょくせいちょうさ もと

づく すす

かんきょう ちょうさ さいすい ようす

せんすい ぎょるい もくしちょうさ

かわぞこ いし おお けいそく

さつえい どうぶつ れい

がいらいしょくぶつくじょ ひろ

じびきあみ がいらいぎょくじょ
さくせい もり れい

じどうさつえい

かくにん

どうが

かくにんじ



絶滅危惧種を守るために、日本には様々な法律があります。
国や私たちのすむ市町村が生物多様性を守る制度をつくるため
の法律や、生きもの自身や、生きものがくらす環境を守る法律
など、様々なものがあります。

絶滅危惧種を守る仕組み

絶滅危惧種を守るための法律

ぜつめつきぐしゅ まも し く

ぜつめつきぐしゅ まも ほうりつ

２０２２年１１月作成

鳥獣保護管理法（平成26年制定）
鳥や獣の捕獲等の規制、狩猟制度
等に関することを定めている法律
です。

自然公園法（昭和32年制定）
国立公園、国定公園、都道府県立
自然公園を指定し、自然環境を守
り、私たちの快適な利用を推進す
るための法律です。

生物多様性基本法（平成20年制定）
国は生物多様性国家戦略を策定し、
都道府県や市町村は生物多様性地域
戦略の策定に向けて取り組むための
法律です。

種の保存法（平成5年制定）
希少な生きものを捕まえたり、販
売したり、傷つけたりすること等
を禁止するとともに、「保護区」
の指定や、守って増やすための取
組を行うための法律です。

文化財保護法（昭和25年制定）
生きものや生息地を天然記念物や
特別天然記念物などに指定して、
捕まえることを規制し守るための
法律です。

自然環境保全法（昭和47年制定）
自然環境保全地域など、自然環境
の保全や生物多様性の確保のため
の地域の指定、保全や生態系維持
回復に取り組むための法律です。

生物・生息地を保護保全制度の創出

生物
を保全

生息地
を保全

イタセンパラ

カモシカ オオサンショウウオ

ぜつめつきぐしゅ まも にほん さまざま ほうりつ

くに わたし しちょうそん せいぶつたようせい まも せいど

ほうりつ い じしん い かんきょう まも ほうりつ

さまざま

せいぶつたようせい きほんほう へいせい ねん せいてい

くに せいぶつたようせいこっかせんりゃく さくてい

とどうふけん しちょうそん せいぶつたようせいちいき

せんりゃく さくてい む と く

ほうりつ

ぶんかざい ほごほう しょうわ ねん せいてい

い せいそくち てんねんきねんぶつ

とくべつてんねんきねんぶつ してい

つか きせい まも

ほうりつ

ほぜんせいど そうしゅつ いきもの せいそくち ほご

ちょうじゅうほご かんりほう へいせい ねん せいてい

とり けもの ほかくなど きせい しゅりょうせいど

など かん さだ ほうりつ

しぜんかんきょうほぜんちいき しぜんかんきょう

しぜんかんきょう ほぜんほう しょうわ ねん せいてい

ほぜん せいぶつたようせい かくほ

ちいき してい ほぜん せいたいけい いじ

かいふく と く ほうりつ

いきもの せいそくち

ほぜん ほぜん

しゅ ほぞんほう へいせい ねん せいてい

きしょう い つか はん

きんし ほごく

ばい きず など

してい まも ふ とり

くみ おこな ほうりつ

しぜんこうえんほう しょうわ ねん せいてい

こくりつこうえん こくていこうえん とどうふけんりつ

わたし かいてき りよう すいしん

しぜんこうえん してい しぜんかんきょう まも

ほうりつ



今、当たり前に身近にいる生きものたちも、将来、絶滅しない
とは限りません。

私たちの少しの心がけが、絶滅が心配される生きものの種類を
減らし、絶滅危惧種を守ることに繋がります。

ペットや他の場所からつれてきた生きものを放さない

２０２２年１１月作成

必要以上に捕まえない・生息場所を破壊しない

 生きものが自分で移動できる範囲を超えて、人間が持ち込んだ生きものは「外来
生物」と呼ばれ、ほかの生きものを食べてしまったり、すみかを奪ってしまうな
どの問題を引き起こします。

 ニホンウナギのように「美味しいから」という理由や、
「めずらしくて高く売れるから」「綺麗だから」という
理由で、野生の生きものを捕まえすぎることは、絶滅の
危機を招く大きな原因となっています。

 さらに、開発によって自然環境を破壊しすぎることも、
生きもの生息場所を奪うことにつながります。開発は私
たち人間の生活のために必要なことではありますが、本
当に必要か、やりすぎていないか、常に考える必要があ
ります。

綺麗だから全部
とっちゃおう！

やめて～

仲間のところへ放してあげよう 飼いきれなくなっちゃった

絶滅危惧種を守るためにできること

様々な生きものの存在に彩られた、私たちの豊かな暮らしを守るためにも、
大阪に暮らすたくさんの生きものの命も守られる社会にしていきましょう。

いま あ    まえ みぢか   い しょうらい ぜつめつ

かぎ

わたし   すこ こころ ぜつめつ   しんぱい い しゅるい

へ ぜつめつきぐしゅ まも   つな

ほか ばしょ  い  はな

い じぶん いどう   はんい こ にんげん   も こ  い がいらい

せいぶつ よ  い  た                                                                        うば

もんだい ひ お

ひつよう いじょう  つか せいそくばしょ はかい

おい りゆう

たか  う きれい

りゆう やせい い つか  ぜつめつ

きき  まね おお   げんいん

かいはつ  しぜんかんきょう   はかい

い せいそくばしょ うば かいはつ わたし

にんげん   せいかつ ひつよう  ほん

とう ひつよう つね かんが   ひつよう

さまざま   い そんざい いろど わたし   ゆた く   まも

おおさか  く い   いのち  まも しゃかい

なかま  はな か

きれい ぜんぶ

ぜつめつきぐしゅ  まも
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